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はじめに 

 

車検制度は，自動車の排出ガス浄化装置が正常に機能

しているかを検査・修理することにより,自動車排出ガス

排出抑制の効果がある。使用過程車，つまり使用してい

る間に新たな排ガス規制が実施された自動車が多く走行

している国ほど，その効果は大きいと考えられる。一方,

近年特に先進国では，排気ガス規制値を大きく下回る低

公害の新型車が次々と投入されている状況にある。本研

究では，HC, CO 等の排出ガスが自動車の使用年数に応
じ増加していくことを考慮し,車検制度の実施が排出ガ

ス削減に及ぼす影響と,CO2 削減効果に関して将来推計

を行うことを目的とする。対象国は，日本と，モータリ

ゼーションの進展著しい東アジアの 5か国とする。 

 
１．使用データおよび解析方法 

 
2013～2030年の，日本を含む 6カ国における HC, CO, 

CO2 排出量を，車検の有無の別に推計することにより，

車検の効果を推計する。なお，日本の 2012年における車

検時排出ガス規制と同等の規制が行われるものと仮定す

る。まず,１人当たり GDP と１人当たり乗用車保有台数
の関係を用いて，乗用車保有台数の将来推計を行った。

次に，車検の有無による車齢構成の違いを表すために，

効用関数による存廃選択モデルから車齢別保有台数を推

計した。効用関数を形成する説明変数は，林ら（1997）

による既往研究の手法を参考に一部改変し，「X1:新車購

入費用－現車維持費用」，「X2:新車利用費用－現車利用費

用」，「X3:現車価値」，「X4:保有年数」,「X5:公共バス初乗

料金」を用いた。 

 

ここで, 

L:存続率 

U1, U2:現車保有により得られる効用，買い替えにより得

られる効用 

α, β:定数 

年式別の排出ガス量は,使用年数を 20 年間,走行距離

は国内輸送距離平均値と仮定し，森川ら(2012)のデータ

から算出した。 

 

２．結果および考察 

 
図 1に，日本における 1990～2011年までの車検の有無

による排出量の推計結果を示す。HC について見ると，

1990年に車検による削減効果 40％近くあったこと，2011

年には削減効果が 6％ほどになっていること等が明らか

になった。同様の方法で，2030 年までの CO2の将来削減

量を 6カ国について推計した。日本 28千トン，中国 8.3

千トン，韓国，インド，インドネシア，タイについては

0.6千トン弱という結果となった。HC, COについては，

1990 年以前の車両が多い国では削減効果が高いという

結果が得られた。 
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図 1. 車検有無による CO・HC排出量(日本) 
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はじめに 

 

近年，乾燥地域での緑化や作物栽培の精緻化など，植

物動態モニタリングに関する技術開発が急務な課題とな

っている。植物の水ストレスに関する指標は，主に土壌

水分ポテンシャルを基準に評価されてきたが，より精密

な評価診断には植物の観点からの非破壊評価技術の開発

が不可欠である。本報では，導管内で発生すると考えら

れる微小気泡 AE（Acoustic Emission）特性を用いて水
ストレスを評価した結果を報告する。 

 

１．実験方法 

 
供試植物として，Glycine max（ダイズ）を用いた。

計測は恒温室内で行い，室温は 26℃，相対湿度を 40％
に設定した。26日間計測を行った。栽培土として，2mm
ふるいを通過した黒ぼく土を用いた。乾燥密度を

0.5g/cm3 に調節しポットに充填を行った。光源として，

植物栽培用の蛍光灯を用いて，点灯時間を 8 時から 18
時とした。AE計測条件は，350kHz共振型の AEセンサ
を用いて，増幅値 60dB，しきい値 35dB として計測を
行った。 
 
２．結果および考察 

 

計測期間中に供試植物から検出された突発型 AEのヒ
ット数は土壌水分ポテンシャルの低下に伴って増加する

傾向を示した。AE 累積ヒット数と重量法による蒸散量
の関係から，突発型 AEの累積ヒット数の勾配を基準と
して，水ストレスの段階を第 1期目から第 4期目(①～④)
に分類した。第 1期目において蒸散量は増減を繰り返し
て推移するが，その蒸散量と目視による葉の状態から，

ダイズは健全状態であった。第 2期目では，蒸散量は徐々
に減少した。鉢の土色は黒色から灰色へと徐々に変化し，

葉に若干の萎れが見られた。第 3期目では，ほとんど蒸
散が行われなくなった。土色は灰色となり，葉の萎れや

黄化も顕著であった。20日に水を与えた時点でダイズの

 

表 1 期別数値特性 

期間 1期 2期 3期 4期 

計測日数 1～9 10～16 17～19 20～26 

Ψm(－kPa) 1～155 155～980 980～1,554 1～10 

平均蒸散量(g/day) 28.3 14.3 1.7 4.4 

平均ヒット数(hit/day) 2.6 9.4 87.0 16.6 

水ストレスレベル なし 低～中 高 なし 
 
葉の大部分が黄化・落葉したため，第 4期目の供試植物
は枯死寸前の状態であった。 
 
おわりに 

 

本実験では，植物体起源弾性波を AE法によって検出
し，水ストレス状態の定量評価を試みた。その結果，水

ストレスレベルにより弾性波の特性が変質することが明

らかになった。

図 1 AE累積ヒット数と蒸散量の関係 


